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著者は, 早稲田大学大学院法学研究科博士課程を退学後, アメリカのシカゴ大
学に留学し, 歴史学で博士号 (Ph. D.) を取得した。その後, 明治学院大学国際
学部助教授を経て, 2004年４月より母校のアジア太平洋研究科で教鞭を執ってい
る。著者の多数にのぼる著作には,『戦争から平和の法へ：戦間期のアメリカ国
際法学者』(東京大学出版会, 2003年),『グローバリゼーションと帝国』(ミネル
ヴァ書房, 2006年),「戦間期国際秩序における国際連盟」『戦争のあとに』(共著,
勁草書房, 2008年),「アメリカ国際法学者の戦争批判」『思想』No. 1020（2009
年）などがある。いずれも, 戦争と歴史という共通の関心が見受けられる。
本書の構成は,「はじめに｣,「序章 国際組織の源流 第一次世界大戦以前｣,
｢第１章 国際連盟の発足 四二の原加盟国｣,「第２章 希望と実現の時代
一九二〇年代の試み｣,「第３章 国際連盟と日本 外交大国としての可
能性｣,「第４章 紛争・戦争の時代へ 苦難の一九三〇年代｣,「終章 連盟か
ら国連へ 第二次世界大戦中の活動と終焉｣,「あとがき」から成る。この目次
を見るだけでも, 国際連盟の歴史を容易に概観できる。それから, 日本の行動,
国際連盟の紛争・戦争への対応など, 各節をテーマごとに深く掘り下げているた
め, 時系列の記述に終始していない。
序章は, 国際組織の源流を17世紀にまで遡って考察する。国際組織の萌芽は,
ヨーロッパを二分した三十年戦争（16181648）の頃に生まれていた。フランス
の聖職者エメリック・クルーセ（1590頃？）は1623年に『新キニアス論』を発
表し, エチオピア, ペルシア, インド, 中国を含む世界連邦制度を提唱した (pp.
34)。また, 同じくフランスの神学者シャルル・サンピエール（16581743）は,
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1713年に発表した『永久平和論』で, ヨーロッパのキリスト教国による永久同盟
を提案し, 仲裁と和解の機能を持たせることを考えていた（p. 4)。
18世紀後半には, イギリスのジェレミー・ベンサム（17481832）が十四カ条
からなる『永久平和の構想』を記した。17861789年頃という執筆時期は意味深
長である。モンテスキュー（16891755), ヴォルテール（16941778), ルソー
（17121778）らの啓蒙思想がフランス社会に広がったところに, アメリカ独立
革命への支援を通じて自由・平等の精神が旧大陸に流れ込み, まさにフランス革
命が勃発する直前であった。ベンサムは「帝国主義の現状を批判し, 軍縮や植民
地の放棄を提議し, ……紛争の解決手段として, 国際組織に共同の裁判所の設置
を述べ」た (pp. 45)。1918年１月にウィルソン大統領がアメリカ連邦議会で演
説した有名な「十四カ条」は,「ベンサムの提案を模したといわれている」(p. 5)。
植民地の放棄は国際連合の信託統治制度を待たねばならなかったが, 軍縮は国際
連盟規約の第８条に, 紛争の司法的解決は第1214条に, それぞれ規定された。
偉大な思想は国境と世紀を超えて受け継がれ, 実現する時を待つのだろう。
平和といえば, ドイツの哲学者イマニュエル・カント（17241804）を忘れて
はならない。彼は1795年の『永遠平和のために』で,「常備軍の廃止, 暴力によ
って他国に干渉することの禁止, 国家間の信頼関係を破壊するような行為の禁止,
政治体制を共和制にすることを提議した」(p. 5)。国境を越えた平和のあり方は
様々な人物によって構想されてきたが, 実現には未曾有の戦争が必要だった。
序章はまた, 19世紀以降に民間で起こっていた国際組織設立を目指す思想と運
動を紹介する。1828年にアメリカで設立されたアメリカ平和ソサイエティは, 世
界会議, すなわち後の国連総会のように世界の国々が定期的に会合を開く組織を
考えていた (p. 6)。1849年のパリ会合では, 1862年に『レ・ミゼラブル』を著わ
すビクトル・ユゴー (18021885) が議長を務めた (p. 7)。しかし, アメリカで
南北戦争が始まると, 平和運動から軍縮・仲裁裁判に関心が移っていったという
(p. 7)。
19世紀以来, ヨーロッパでは国境をまたがる戦争が何度も行われた。ナポレオ
ン戦争, クリミア戦争, ロシア＝トルコ戦争, プロイセン＝オーストリア戦争,
プロセイン＝フランス戦争の戦後処理のため, 多数国間会議が開催された。とく
にウィーン会議 (18141815) は, 世界史の教科書で学んだ人が多いだろう。戦
争が起きると（戦争状態の時に適用される）戦時国際法が発達し, 戦後処理のた
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め国際会議が開催されると, 各国政府の実務者レベルで交流が進み, 外交に関す
る実務的なルールが発達して, 領土問題を解決するための条約が結ばれた (p. 10)。
同時に, 19世紀に進んだ科学技術により, 郵便, 運輸, 度量衡の統一が制度化さ
れていった（p. 10を参照)。戦争が各国の関係をある意味, より緊密化する効果
を生んだ。
なお, 第２次世界大戦以前に使われていた「戦時国際法｣, 第２次世界大戦後
に使われた「武力紛争法」に代わり, 現在では「国際人道法」または「武力紛争
において適用される国際人道法」とよばれることが多い（『国際関係法辞典』第
２版, 三省堂, 2005年, p. 293)。万国郵便連合 (UPU) の前身は1874年に設立さ
れた一般郵便連合 (GPU) だが, 急速に加盟国が増えたため, 1878年に UPUに
改称した (http://www.upu.int/en/the-upu/history/about-history.html, 2010年10月５
日アクセス)。NGOの草分けである赤十字国際委員会 (The International Commit-
tee of the Red Cross : ICRC) は, 1863年設立の負傷兵救護国際委員会を前身とし,
1880年に現在の名称に変更された（『国際関係法辞典』, p. 529)。1864年８月22
日, スイス政府が国際会議を開催し, ヨーロッパの12カ国が全10条の第１回赤十
字条約 (Geneva Convention for the Amelioration of the Condition of the Wounded in
Armies in the Field) が採択された（http://www.icrc.org/web/eng/siteeng0.nsf/
htmlall/57jnvt?opendocument, 2010年10月６日アクセス, 大沼保昭編著『資料で読
み解く国際法 (第２版) 下』東信堂, 2002年, pp. 104105)。同条約は, 国籍に
かかわらず軍人の負傷者を救護することを目的にしており, 捕虜の待遇そのもの
に関する言及はない｡ が, 実際は捕虜になった敵軍の兵士が野戦病院等に運ばれ
る場合があったと想像される。
第１章「国際連盟の発足 四二の原加盟国」は, 第１次世界大戦さなかに新
しい国際組織が構想された経緯を振り返る。加盟国が42とは少ないようだが, 当
時は世界の大半がまだ植民地あるいは自治地域であったことを考え合わせると,
決して少なくない。1945年10月に発足した国連の原加盟国（連合国のみ）は51で
あった。
第１節は「民間による構想 大戦中の模索」と題する。1917年４月まで中立
を維持したアメリカは, 戦後の国際関係のあり方について, むしろじっくり考察
できたという (『国際連盟』, pp. 1819)。1914年の大戦勃発時, 平和運動の民間
団体は約130が欧米に存在していたが, 約60がアメリカにあった (p. 20)。その中
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でも大規模な活動を行った平和強制連盟 (The League to Enforce Peace) は1915
年６月に設立され, 1918年11月採択の団体綱領で司法的解決, 経済制裁, 武力制
裁を認めていた (pp. 2021)。一方, 連邦上院がヴェルサイユ条約批准案を否決
し, アメリカが国際連盟に加盟しなかったのは周知のとおりである。
そのほか, 第１節では, 武力制裁に反対したハーグ平和会議方式の支持者たち,
アメリカ国際法学会 (The American Society of International Law: ASIL), アメリ
カのリベラル派, およびヨーロッパの動きが紹介されている。評者には, プリン
ストン大学のフィリップ・ブラウン教授の言葉が印象に残った。プリンストンは,
第28代アメリカ大統領ウッドロー・ウィルソン（18561924, 在任19131921）の
母校であり, 彼が教授, そして総長を務めた場である。ブラウンは「現在のよう
に相互コミュニケーションが発達した時代に, いかなる国といえども, 平時, 戦
時にかかわらず他の国の出来事に無関心ではいられない」(Philip Marshall
Brown, “Munitions and Neutrality,” Proceedings, ASIL, 1916) (p. 24) と述べた。こ
の精神は, 国際連盟規約第11条「戦争の脅威」にも現れる｡「第１項 戦争又は
戦争の脅威は, 連盟国の何れかに直接の影響あると否とを問わず, 総て連盟全体
の利害関係事項たることを茲に声明す」(公定訳は旧字体かつ旧仮名遣い)。飛行
機やインターネットのおかげでグローバリゼーションが進む今日, ブラウンの言
葉は一層重みを増す。
第２節「パリ講和会議 連盟規約をめぐる駆け引き」は, ウィルソンの十四
カ条原則を紹介し, アメリカでウィルソンの指示の下にまとめられた案と, イギ
リスでまとめられたフィルモア案をめぐる交渉が明かされる。ウィルソンにとっ
て, 紛争の司法的解決より, 領土保全とそれが侵害された際の制裁が重要であっ
た (p. 33)。また, 会議では表決についても論じられ, 全会一致か多数決か, 各
国の票は人口比に基づくのかが問いかけられた (pp. 3536)。
第２章「希望と実現の時代 一九二〇年代の試み」は, 国際連盟の奮闘ぶ
りを紹介する。第１節「理事会と総会」は, その名の通り理事会と総会の仕組み
を説明する。日本が設立時から理事会の常任理事国となったことはよく知られて
いる。国際連盟の設立に貢献したのはアメリカとイギリスだったが, アメリカが
加盟しなかったので, イギリスが初期の実務を担当したという (p. 89)。初代事
務総長は, パリ講和会議にイギリス外相として出席していたバルフォアの個人秘
書を務めたドラモンドであった（同)。彼は事務局の構想を48時間で練り上げ,
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職員の特権や中立性など国際公務員の地位を確立していった (p. 90)。なお, 国
連では慣例として安保理常任理事国出身者は事務総長に選ばれない。
第２節「ドイツ加盟とブラジル脱退」では, 加盟申請の例が紹介されている。
奴隷制度の存在が問題になったエチオピアは, ２年にわたり実態調査を受けた
(p. 93)。イギリスは加盟の見合わせを主張し, フランスとイタリアはイギリス
がエチオピアに領土的野心を持っていると警戒し, 加盟に賛成した (pp. 9394)。
結局, 奴隷制度は「内政問題ではなく国際連盟が介入する権利を持つ事項である
と同意」された (p. 94)。
1927年10月, トルコは理事会非常任理事国の地位を条件に加盟したいと打診し
てきたが, この条件は認められなかった (p. 94)。ドイツは, シュトレーゼマン
外相が理事国に４つの条件を提示した。それらは, ①加盟と同時に常任理事国に
なること, ②ヴェルサイユ条約により経済的・軍事的な規制をかけられたドイツ
は規約第16条（制裁）の義務から免除されること（完全な中立), ③ドイツの戦
争責任について再び表明しない, ④適当なときに国際連盟の委任統治に参加でき
る, である (p. 96)。①は全会一致で賛成され, ③も問題ないと判断されたが,
④は確答されず, ②が問題となった (同)。理事会は, ドイツも国際連盟の原則
に従うべきと回答し, ドイツも納得した上で1926年２月８日に正式に加盟申請を
行った (pp. 9697)。この時, フランスの右翼ジャーナリズムから反対の声があ
がり, 常任理事国の座に関心を抱いていたポーランド, スペイン, ブラジルが要
求の声を上げて, 事態が複雑化した (p. 97)。シュトレーゼマンはフランスのブ
リアンとともに1926年のノーベル平和賞を受賞したので, ドイツの加盟は常任理
事国という対価を払っても, 世界平和に大きな意義があったのだろう。だが, ス
ペインとブラジルは理事会の非常任理事国を拡大する妥協案を拒否し, ブラジル
が1926年６月に, スペインが同年９月に, 国際連盟からの脱退を通告した (p. 99)。
両国の脱退は, 国際連盟の活動にどの程度影響を及ぼしたのだろうか。
第３節「国際紛争への対応 頻発する領土・国境問題」は, 国際連盟の関与
した紛争を取り上げる。中小国が提議したものが多かった(p. 104) が, 別の見方
をすれば, 戦争遂行権が認められていた当時, 中小国が大国と渡り合える場が誕
生したといえよう。第４節は「経済・社会・人道・文化面への対応」と題して,
敗戦国オーストリアの再建, ジュネーヴ経済会議, 難民問題, 伝染病対策などを
取り上げる。これらの取組は, 人類が21世紀に抱える課題, たとえば, 武力紛争
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で荒れ果てた国を再建する平和創造, 難民の帰還と定住支援, 新種の病原菌対策
につながるものである。今日では「トラフィキング」とよばれる人身売買の防止
とアヘン貿易の取締りも重要な課題であった。第５節「一九二〇年代と国際連盟
米ソとの関係」は, 参加しなかった大国アメリカと, 人類史上初の社会主義
国ソ連との関係というユニークな視点で, 国際連盟の活動を振り返る。
第３章「国際連盟と日本 外交大国としての可能性」は, 今日の日本人にと
って耳が痛いタイトルである。パリ講和会議では本省の意向を問い合わせるのに
忙しく, 会議で発言しない「サイレント・パートナー」と揶揄された日本は, 連
盟理事会の常任理事国に就任した。これは日本の実力というより, 理事国の地理
的配分に配慮した結果であった。
第１節「協力関係の模索」は, 日本がポーランドとドイツの間にあり, 石炭が
豊富な上部シレジア問題に関わっていたこと, 新たに画定された国境内で少数民
族問題に日本の関与が求められ, 国際連盟の大国となるために引き受けた (pp.
152154)。評者は, コソボの和解を促すため, 2007年にコソボ・フィルハーモ
ニー交響楽団の常任指揮者に日本人の澤寿男氏が就任し, 民族の和解に奮闘し
ているというニュースを思い出した（詳細は, 澤寿男後援会ホームページ内に
ある「コソヴォフィルハーモニー交響楽団」http://www.geocities.jp/puntadarco/
kosovo.html および 「バルカン室内管弦楽団」http://www.geocities.jp/puntadarco/
balkan.html を参照)。一方, アヘンを規制するアヘン委員会で, 日本は委員長職
および副委員長職の要請を1度となく断り, インド・トルコから輸入されたアヘ
ンを日本や台湾でコカイン・モルヒネに加工し, 他国へ輸出する等の密貿易が横
行していると問題にされた (p. 158)。
第１節は次に「日本事件」を取り上げる。日本はイギリスやイタリア同様, 国
際紛争を国際連盟に付託する応訴義務に反対であった。が, 1924年９月の総会で
「国際紛争平和的処理に関する議定書」(ジュネーヴ平和議定書）の条約案を検
討する際, 理事会が国内管轄問題に対しても紛争解決の案を示す義務があるとい
う, 驚くべき提案を日本は行った (pp. 160161)。日米間の移民問題で紛争が生
じた際, アメリカが国内管轄問題と主張し理事会がそれを認めた場合に理事会は
関与しないが, ジュネーヴ議定書によると, 理事会が関与しない場合でも先に攻
撃した国が侵略国になり, 制裁の対象となるからであった(p. 160)。アメリカへ
の移民で摩擦が起き, 排日移民法が制定されるなど日米関係は悪化し, やがて太
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平洋戦争につながっていく。修正案を提出したのは, 安達峰一郎（後述）であっ
た (p. 161)。
第２節「活躍した日本人」は, 国際連盟を舞台に活躍した５人の日本人を取り
上げる。よく知られているのは, 前の５千円札の肖像に選ばれた新渡戸稲造だろ
う。別の言い方をすれば, 新渡戸以外あまり知られていなかった。著者は他に,
石井菊次郎, 安達峰一郎, 杉村陽太郎, 佐藤尚武を選んだ。石井は, 1917年の石
井・ランシング協定特使を務め, 1921年に日本の国際連盟代表（駐フランス大使
兼任）に就任した。石井によると,「かつて愛国的論調に満ちていた各国の外交
官が『胸中に溢れる愛国心は連日接触の余り自ら鋭角が削られて円満』となって
おり, 民衆は戦争を忌避してい」た (p. 175)。コルフ島事件の解決のため, 関係
各国の代表を集めた会合が「石井の茶会」(Ishii’s Tea Party)として有名だった
(p. 176)。和と尊ぶ日本人の調整能力が遺憾なく発揮された例といえよう。
安達峰一郎は「近代日本が生んだ最高の外交官」と評され, 数々の国際会議に
出席し, 連盟理事会日本代表を務めた（p. 176 の表を参照)。1930年, ハーグに
ある常設国際司法裁判所 (The Permanent Court of International Justice : PCIJ) の
裁判官に最高点で当選し, 翌年異例のはやさで同裁判所所長に選ばれた。安達は
法による国際紛争解決を目指し,「世界の良心」とたたえられ, 1933年３月に日
本が国際連盟に脱退を通告した後も, PCIJの同僚をはじめ世界中から尊敬され
ていた。だが, 病気療養のため1933年末に裁判所所長を辞し, 1934年12月に入院
先のアムステルダム市内の病院で現職裁判官のまま病没した。1935年１月, 常設
国際司法裁判所葬とオランダ国葬という最大の礼をもって安達は送られた。
安達の語学力はすばらしく, 新渡戸は彼の舌を「国宝」と評したという。現在
の日本人は中学校・高等学校で６年間学んでも英語に苦労するが, 幕末, 明治初
期と, すさまじい努力で外国語をものにした人々がいた。教員, 教授法, 教材,
その他すべての教育環境で当時よりはるかに恵まれている現代の日本人は, なぜ
英語が苦手なのか。否, 英語以前に, 母語でのコミュニケーションもおぼつかな
くなってきている。コンピューターの普及で文字を手で書く必要が激減し, 携帯
電話の普及で細切れの文章が当たり前となった今日, 自分の考えをまとめ, 他人
にわかりやすく伝える教育の必要性がかつてないほど高まっている。
第４章「紛争・戦争の時代へ 苦闘の一九三〇年代」は, 国際連盟が崩壊す
る様をつぶさに見つめる。第１節「満州事変 連盟を舞台にした日中の攻防」
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は日本史の教科書に必ず出てくる事件だが,「中国による提訴」｢大国の思惑, 中
小国の思惑」｢繰り返される秘密会議」と連盟を激震させた事件の経緯を詳細に
描く。満州事変の処理について, 日本は反対したが, オブザーバーとしてアメリ
カ代表を招請することが決議された (p. 202)。国際連盟総会で一九人委員会の設
置が提案されると, 日中直接交渉を主張していた日本にとり, 状況が不利になっ
た (p. 205)。本章には, リットン調査団の写真と1932年の日程が掲載されている
(pp. 206207)。調査団を乗せた満鉄食堂車の豪華なランチメニュー (p. 209) は,
少しでも調査団員の心証をよくしようとする日本政府の意図が垣間見えるようで
ある。このような何気ない資料は, 歴史を身近に感じさせてくれる。
本章は, リットン代表団の活動と日本への勧告（満州国の不承認), 日本の脱
退にいたる経緯が続く。総会議場で全権代表の松岡洋右 (18801946) が行った
英語の演説が「テリブル」(terrible) だったという。これは, 日本の外務省情報
部顧問で日本政府国際連盟代表団の一員であったアメリカ人フレデリック・ムー
アの評 (p. 216) なので, 本当にそうだったのだろう。松岡は苦学してオハイオ
州立大学を卒業し, 外務省に入省したが, 1921年に外務省を辞して満鉄の幹部を
務め, 1929年に政友会から出馬して代議士となった。1933年の帝国議会では, 国
際協調と経済中心を旨とした幣原外交を批判し, 1933年に国際連盟総会に首席代
表として出席した。総会脱退で英雄として帰国した松岡は, 1937年に満鉄総裁と
なり, 1940年に外務大臣として日独伊三国同盟を締結した。彼はアメリカという
国とよほど相性が悪かったのだろう。日本の連盟脱退に関し, アメリカの歴史家
デナ・フレミングは「国際連盟が侵略の阻止に失敗しても, ……（日本に対する）
総会決議で『国際連盟はその魂を救った』」と評した (p. 218)。なお, 規約第１
条第３項によると, 連盟国は脱退の２年前に予告を行うのだが, 日本の脱退が実
際に有効となった日を評者は知りたかった。
第４章「紛争・戦争の時代へ 苦悩の一九三〇年代」は, ドイツの脱退, イ
タリアのエチオピア侵攻, スペイン内戦と続く。イタリアに対し初の経済制裁が
適用されるが, 総会に出席した54カ国中, 50カ国が賛成した (p. 230)。制裁を実
施する禁輸委員会（一八カ国委員会）は, 武器・弾薬の禁輸, 借款の非供与, 一
定の物品の輸入制限, 重要物資の禁輸を行い, 非連盟国にも協力を要請して, ア
メリカとエジプトが賛同した (p. 230)。石油が禁輸品目から除かれたのは, 石油
を禁輸対象にすれば宣戦布告と受け止めるとイタリアが表明していたからだった
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(p. 232)。
なお, この節では「国際連盟規約第一六条適用の指針に関する決議」と, 戦争
の脅威を規定した「国際規約第一一条の適用に関する報告」に言及がなかった。
前者は, 1921年12月１日に連盟総会で採択された決議で, 規約違反の有無を判断
するのは各連盟国の義務（第３段落）とする。つまり, 経済制裁に参加するかど
うかは各国の判断に任されていた。後者は, 1927年12月６日に連盟理事会で採択
され, 同年９月26日に総会で承認され, 戦争の脅威の判断について規定した。現
在では, 安保理が国連憲章第39条に基づき平和に対する脅威等を決定し, 第41条
および第42条に基づき決定した強制措置には, 全ての国連加盟国が従わなければ
ならない。ただし, 強制措置を伴う安保理決議案の採択には, 常任理事国の拒否
権（国連憲章第27条第３項参照）という壁があるのはいうまでもない。
第４章は失敗と絶望ばかりではない。第３節「拡大する課題 経済・社会・
人道面」は, 1930年代に成功した国際連盟の活動を紹介する。ビタミン, インシ
ュリンなどについて栄養レポートが出されたことは, 連盟保健機関による最大の
功績の１つだった (p. 239)。また, 外国に滞在する者への二重課税に関する討議
など, グローバリゼーションに伴う課題を先取りしていた (p. 239)。それから,
国際連盟を先に脱退したドイツとイタリアから, 非政治的分野への協力を得よう
という試みもあった (p. 246)。あたかも, 19世紀後半に運輸, 通信, 著作権など
で国際協力を行った一連の国際組織, 国際行政連合の時代に戻ったようである。
残念ながら, 1938年の総会に対して日本, ドイツ, イタリアからの回答はなく,
アメリカからのみ得られた (p. 247)。
こうしてみると, アメリカは非加盟だったにもかかわらず, あたかも社外取締
役のように, 国際連盟の重要なメンバーであり続けた。これは, 案外知られてい
ない事実ではないか。予算案の審議, 条約の批准承認, 長官や政府高官の指名承
認といった強大な権限を持つアメリカの連邦議会は, 時に行政府と外交に関する
意見を異にし, 行政府の政策を阻止する。だが, アメリカは国際連盟に無関心で
いられなかった。
終章はほとんどが絶望の連続である。1938年３月, ドイツがオーストリアを併
合すると, オーストリアは国際連盟加盟国としての地位を停止され, オブザーバ
ーとしてのみ認められた (p. 251)。チェコスロバキアは1939年３月にドイツの支
配に入り, 翌月アルバニアはイタリアに占領されて, 加盟国でなくなった (同)。
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もっとも, 1940年にロンドンでチェコスロバキア亡命政府が樹立されると, 加盟
国の地位が復活した (同)。日独伊防共協定に参加したハンガリーと, ファシス
トのフランコ将軍が勝利したスペインは, 1939年４月と５月にそれぞれ国際連盟
からの脱退を表明した (同)。
その後, 1939年９月に第２次世界大戦が勃発し, フィンランドを侵攻したソ連
が同年12月に除名された (pp. 253254)。1940年６月にドイツがフランスを占領
し, イタリアがイギリスとフランスに宣戦布告すると, 国際連盟は事務局移転を
迫られた。この時救いの手をさしのべたのが, プリンストン大学高等研究所とロ
ックフェラー財団だった (p. 255)。国際連盟は, 本部, 財務部, 博物部門と, 活
動拠点をアメリカやイギリスに分散し, 職員数は最盛期の約７分の１となる100
名となった (同) が, 活動は続いていた。なお, ロックフェラーは後に現在の国
連本部がある土地を提供する。プリンストン大学図書館には, 国際連盟文書のす
ばらしいデータベースがある。
1940年８月31日, 第２代事務総長アヴノール（フランス出身）が辞任し, ショ
ーン・レスター（アイルランド出身）が事務総長代行に就任して, 事実上職務を
引き継いだ (p. 256)。アヴノールの辞任は, 母国フランスがドイツに占領された
ためだった (同)。国際連盟からの脱退が続出し, ヨーロッパで戦闘が続く中,
レスターが国際連盟にとどまった決意と責任感, 職員を鼓舞し続けた意気には敬
服する。長年イギリスに支配され, 第１次大戦後にようやく独立を果したアイル
ランド人の粘り強さだろうか。
第２次世界大戦が終結した1946年の４月10日, 最後の連盟総会が始まった。同
月18日, レスターは１日だけの事務総長に任命され, 総会は国際連盟解散決議を
採択し, 翌日国際連盟が正式に解散された。つまり, 1945年10月24日に発足した
国際連合（国連憲章の効力発生による）と国際連盟は半年間ほど同時に存在した。
これも, 案外一般に知られていない事実である。
次に, 本書に対する批評に移りたい。評者は書店で初めて本書を手に取った時
と読み終わった時,「こんな本を待っていた」という印象を強く持った｡「あとが
き」によると, 国際連盟について書かれた一般書は戦後になく, 著者が中央公論
新社編集部から依頼を受けたのが, 本書執筆のきっかけだったという (p. 271)。
国連について書かれた本は一般書, 研究書ともに数多い。一般書では, 国連職
員となった最初の日本人の１人で, 最後に事務次長を務めた明石康『国際連合：
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軌跡と展望』(岩波書店, 2006年), 明石康他編著『日本と国連の50年：オーラル
ヒストリー』(ミネルヴァ書房, 2008年）がある。国連難民高等弁務官を務めた
緒方貞子の著作には,『私の仕事：国連難民高等弁務官の十年と平和の構築』(草
思社, 2002年),『紛争と難民：緒方貞子の回想』(集英社, 2006年）がある。東
京大学教授でニューヨークの国連代表部次席代表を２年半務めた北岡伸一は,
『国連の政治力学』(中央公論新社, 2007年）を著した。
一方, 国際連盟についてかなりの分量を割いた一般書, とくに新書は, おそら
く最上敏樹『国連とアメリカ』(岩波書店, 2005年）くらいであろう。それも,
アメリカと国連の関係という視点に基づき,「第２章 理念の挫折」でパリ講和
会議, ウィルソン大統領, 連邦上院によるヴェルサイユ条約批准案の否決を取り
上げたものである。日本は第１次世界大戦に連合国として参戦し, 戦闘が青島や
地中海と限定的だったため, 一般の関心や学校の教科書の主眼は満州事変など,
日本が直接関わった事件に注がれている。
評者は, 20世紀の枠組みを決めた第１次世界大戦と人類初の包括的国際組織と
なった国際連盟の活動が, もっと広く知られるべきだとかねてから考えていた。
ゆえに, 本書が研究書ではなく, 一般読者に読まれやすい新書で出版されたこと
の社会的な意義はきわめて大きいと考える。この機会に, 本書を企画した中央公
論新社編集部の慧眼に敬意を表したい。
著者の歴史に対する姿勢は非常に真摯である。とくに, 当時の国際法の枠組み
を十分認識した上で, 事象を幅広くかつ丹念に分析する点が好ましい。これは,
シカゴ大学の博士課程で受けた教育の賜物か。そういえば, ドイツ出身の国際政
治学者, ハンス・モーゲンソー (Hans Morgenthau, 19041980) は, シカゴ大学
で教鞭を執っていた。彼は, 国際政治学におけるリアリズムを提唱し, パワー・
ポリティクスという視点で国際関係を分析したが, もとは法律家として活躍して
いた。
著者は初校を４名の専門家に目を通してもらった (pp. 273274)とあるが, 初
校を快く読んでくれる人が４名もいることが, 著者の人柄を表わしているようで
ある。それから, 本書の付録に国際連盟加盟国一覧, 著者のオリジナルである理
事会の非常任理事国一覧, 国際連盟組織図, 国際連盟規約があるが, 本書を講読
する上で, また大学で国際機構論を講義する上でも, 大変役に立つ。とくに, 非
常任理事国一覧は文字通り「ありそうでなかった」貴重なリストである。
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国際連盟は実質的に約20年しか活動しなかった。また, 日本は1933年３月に脱
退を通告しているので, 10年余しか加盟していない。高校の日本史の時間で国際
連盟を取り上げるのは, パリ講和会議と牧野伸顕の人種差別撤廃条項案（国際連
盟規約前文への修正案), 全会一致の原則, 1931年９月の柳条湖事件とリットン
調査団の派遣, 満州国承認問題と日本の脱退ぐらいだろう。しかし, 著者が「は
じめに」で述べているとおり, 国際連盟はやがて国際連合のための実験を多数試
みた場であり, アヘンの取締り, 難民, 婦女子の労働問題などの取組では多大な
成功を収めている。その証拠に, 国連を設立しようとする大国の意図は, ドイツ
軍がまだ破竹の勢いだった1941年８月, アメリカのローズヴェルト大統領とイギ
リスのチャーチル首相が発表した大西洋憲章の中で, 第８項「一般的安全保障制
度構想」として早くも現れた。国際連盟が完全な失敗であれば, 大国が新たな国
際組織の設立を望むはずがない。現在も国際連合に対する否定的な見方があるが,
そもそも全ての国の利益に合致する組織などあろうはずがない。むしろ, 国際組
織を骨抜きにしているのは, 自国の立場を有利にするための各国, とくに大国に
よる取引であると改めて思わされる。
次に, 本書に対して幾つか指摘したい。第１に, 外国の国名のカタカナ表記を
検討してほしい。この問題には, 評者も常に苦労している。なぜなら, 地図,
『広辞苑』等の国語辞典, 山川出版社の世界史辞典類, 有斐閣の『国際条約集』
(年刊), 新聞等メディアの表記がしばしば異なるからである。たとえば, Yugo-
slavia は地図で「ユーゴスラビア｣,『国際条約集』で「ユーゴスラヴィア」とな
っている。Czechoslovakia は地図が「チェコスロバキア」で,『広辞苑』が「チ
ェコスロヴァキア」となる（1990年から1993年までは「チェコ・スロヴァキア｣,
1993年の分離独立以降は「チェコ」と「スロヴァキア｣)。Greece の場合, 地図
が「ギリシャ」と, 英和辞典,『広辞苑』, 山川出版社が「ギリシア」となる。
Sarajevo はさらに複雑で, 地図が「サラエボ｣,『広辞苑』が「サラエヴォ｣, 山
川出版社が「サライェヴォ」である。そもそも, 日本語にない音をカタカナで原
音に忠実に表記しようとするのが無理なので, 評者は地図の表記に従うことにし
ている。なお, スペイン語の vの綴りは bの音なので, Bolivia を「ボリヴィア｣,
Venezuela を「ヴェネズエラ」と表記する必要はない。それから, Persia は地図,
英和辞典, 国語辞典, 世界史辞典とも「ペルシャ」ではなく「ペルシア」と表記
する。
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第２に, 誤表記がいくつかみられた。1938年９月のミュンヘン会議で併合され
たチェコスロバキア（当時）の地方は「ズデーデン」ではなく,「ズデーテン」
とすべきであろう。原語の綴りはドイツ語で Sudeten（発音はズデーテンに近い),
チェコ語で Sudety（発音はズデーティに近い）である。世界史の教科書類にも
「ズデーテン」と表記されている。それから, 国連では「社会経済理事会が独立
した組織として設立された」とあった (p. 262) が, 1944年10月のダンバートン・
オークス提案以来,「経済社会理事会」(Economic and Social Council) である。
第３に, 訳語について再考してほしい箇所が複数あった。1939年11月, ソ連が
フィンランドを侵攻すると, フィンランドは連盟に提訴し, 翌月14日の理事会で
ソ連の「追放」が決議されたとある (pp. 253254) が, 別の箇所では国際連盟が
「ソ連を除名した」(p. 266) と記述されている。英語の expulsion には排除, 駆
逐, 除籍, 追放の訳語があるが,『国際関係法辞典』(三省堂）では「除名」を用
いている。ゆえに, 評者は「除名」に統一した方がよいと考える。
第４に, 国際連盟の職階と組織についても訳語の再考を促したい。ウィルソン
大統領がかつてプリンストン大学で教えたレイモンド・フォスディックが, 1919
年から1920年まで「国際連盟の事務次官」を務めたとある (p. 81)。だが, 日本
語の事務次官は通常, 省内における官僚のトップを指す言葉である。本文にフォ
スディックはドラモンド事務総長とともに事務局で働いた (p. 81) とあり, ２人
が職責上どのような関係だったのかよくわからない。それから, アメリカの国際
連盟不参加が決定し, 国際連盟を辞したフォスディックが1922年に「国際連盟情
報部」から得た出版物をウィルソンに転送した (p. 82) と記述され,「連盟事務
局に設けられた情報部は『宣伝』活動を開始した」とある (p. 139)。だが,「情
報部」は諜報 (intelligence) 活動をしているような印象を与える。部署の名称が
information の語を含むのであれば,「広報」と訳すべきではないか。実際, 東京
都渋谷区にある The United Nations Information Center は ｢国連広報センター｣
と訳される。含まないのであれば, 原語を示してほしい。さらにいえば, 創設期
に指名された唯一の女性幹部の職階を「副事務総長」(p. 92) と紹介しているが,
国連の場合, 事務総長のすぐ下の職階は事務次長である。評者は国際連盟事務局
の職階に明るくないが, 訳語は国連の職階に準じるか, 原語または説明を加えた
方がよいと思う。
第５に, 著者はハーグ平和会議が「大国による軍備競争が激化する傾向に歯止
篠原初枝『国際連盟』 149
めをかけたいというロシア皇帝ニコライ二世の意図によって開かれた」(p. 11)
と記述しているが, ニコライが平和会議を提唱したのは, 著者も知ってのとおり,
急増する軍事費を軽減したいという理由であった。先ほどのような書き方では,
一般読者, とくに高校生・大学生が1945年以降の感覚で「平和」を理解するおそ
れがないだろうか。評者は, 自分が担当する国際機構論と国際法の講義でハーグ
平和会議を必ず取り上げるが, 講義終了後に受講生から「当時の『平和』と現在
の『平和』は定義がまったく違う」という趣旨のコメントを毎年多数もらう。か
なり細かい要望だが, 本書全体がすばらしいだけに, もう少し説明を加えてほし
いと思う。
第６に, ナポレオン戦争が1792年から1805年までと記されている (pp. 910)
が, 評者には定義が不明であった。世界史の教科書では, フランス革命はバステ
ィーユ襲撃のあった1789年に始まり, ナポレオンがブリュメール（霧月）18日の
クーデターで総裁政府を倒す1799年まで, ナポレオン戦争は1796年の第１回イタ
リア戦争から1815年のワーテルローの戦いまで, とされている。たしかに, 1792
年９月に国民公会 (Convention nationale) が共和制を宣言したが, 元国王の処刑
は翌年１月21日だった。1805年はトラファルガー沖の海戦とアウステルリッツの
三帝会戦があった年で, 1808年のマドリード市民の蜂起, 1812年のモスクワ遠征,
1813年のライプツィヒの戦い, 1814年の皇帝退位とエルバ島への配流と, 重要な
戦いやできごとがまだ続く。本書は高校生も読むと予想されるので, 早急に補筆
した方がよいと思われる。
以上, 細かい指摘を縷々述べたものの, 評者は本書を大いに推奨したい。本書
は研究書ではないが, 膨大な情報が体系的に整理されており, 戦間期を振り返る
だけでなく, 21世紀に抱える問題の解決法を考察する手がかりを読者に与えてく
れる。学校では格好の副読本となり, 大学生・大学院生には研究テーマのヒント
を与えてくれるだろう。国際機構の研究者には, 国連, 欧州連合など現在の組織
と, 最初の包括的国際組織の試みと常に比較考察するよう迫っている。評者には,
国際組織の源流を追った計13頁の序章だけでも, 定価800円の元が十分取れたと
感じた。来年度の春学期に国際機構論を教えるのが, 今からとても楽しみである。
最後に, 読者が本書の内容を視覚的に確認するために, 第１次世界大戦および
国際連盟に関する有益なサイトを紹介した。参考文献は本書が詳細な一覧を掲載
しているので, 本稿では略す。各サイトのより詳しい紹介は, 拙稿「映画で学ぶ
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第１次世界大戦（関連サイト付)」(『人間科学』第39号所収), および同「第１次
世界大戦のドキュメンタリー番組（関連サイト付)」(『経済経営論集』第52巻第
３号所収）を参照してほしい。
＜参考サイト＞
１．第１次世界大戦
＊The Library of Congress (USA) “A Guide to World War I Materials”
http://www.loc.gov/rr/program/bib/wwi/wwi.html
＊The National Archives (UK) “World War I Records”
http://www.archives.gov/research/military/ww1.html
＊The National Archives of Australia (Australia) “World War I : 19141918”
http://www.naa.gov.au/collection/explore/defence/conflicts.aspx#section2
＊PBS (USA) “19141918 The Great War and the Shaping of the 20th Century”
http://www.pbs.org/greatwar/
＊BBC (UK) “World War One”
http://www.bbc.co.uk/history/worldwars/wwone/
＊Guardian (UK) “First World War”
http://www.guardian.co.uk/world/firstworldwar/
＊Imperial War Museum London (UK)
http://london.iwm.org.uk/
＊Arc de Triomphe d’Etoile (France)
http://en.parisinfo.com/museum-monuments/3/arc-de-triomphe-centre-des-
monuments-nationaux
エトワール凱旋門は, シャンゼリゼ通りにある, パリで最も有名な凱旋門。
1920年11月11日, 150万人の戦没者を悼むため, 無名戦士の墓が置かれた。1922
年以来, 第２次世界大戦中も含めて, 毎夕６時半に慰霊の式典が行われ, 追悼の
火が燃やされる。
＊BBC (UK) “19182008 Ninety Years of Remembrance”
http://www.bbc.co.uk/remembrance/
＊BBC (UK) “19182008 Ninety Years of Remembrance－World War One Time-
line”
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http://www.bbc.co.uk/remembrance/timeline/
＊BBC (UK) “19182008 Ninety Years of Remembrance－Why the Poppy?”
http://www.bbc.co.uk/remembrance/how/poppy.shtml
＊BBC (UK) “Remembrance Day”
http://www.bbc.co.uk/dna/h2g2/A653924
イギリスで戦死者を悼むために赤いひなげしの造花を身に付けるのは, ナポレ
オン戦争で荒れ果てた土地に生えた植物が赤いひなげしだったことに由来すると
いう。真紅の花びらは, 戦いで流された血を連想させたことだろう。日本人が赤
い曼珠沙華の花を見る感覚に近いのか。
＊ベートーヴェン・ハウス ボン「音楽の力。19171919年板東（日本）におけ
るドイツ捕虜収容所の文化的生活 ベートーヴェン・ハウス ボン 特別展示
会」(ドイツ)
http://www.beethoven-haus-bonn.de/sixcms/detail.php/43872
徳島県鳴門市にあった板東俘虜収容所の展示に関するサイト。
＊Musee Albert-Kahn/The Albert Kahn Museum (France)
http://www.albert-kahn.fr/english/
＊BBC (UK) BBC Four－Edwardians in Colour : The Wonderful World of Albert
Kahn
http://www.bbc.co.uk/bbcfour/documentaries/features/albert-kahn.shtml
＊NHK「奇跡の映像 よみがえる100年前の世界」
原題 Wonderful World of Albert Kahn。イギリス BBCが2007年に制作した。ユ
ダヤ系フランス人のアルベール・カーンは, 私費でカメラマンを雇い, 当時とし
ては貴重なカラー・フィルムを使って, 戦場から民衆の生活まで記録させた。白
黒では遙かかなたの昔のできごとのように思えるが, カラー映像はほんの数十年
前のできごとのように感じさせる。第１次世界大戦に関係するのは以下の４回で
ある。
第４回 塹壕から見た人類初の大戦 (原題 Soldiers’ Story）(2008年１月８放
送)
http://www.nhk.or.jp/wdoc/backnumber/detail/080108.html
第５回 市民たちの大戦（原題 Civilians’ Story）(2008年１月９日放送）
http://www.nhk.or.jp/wdoc/backnumber/detail/080109.html
(桃山法学 第17号 ’11)152
第６回 勝者と敗者（原題 Europe after the Fire）(2008年１月10日放送）
http://www.nhk.or.jp/wdoc/backnumber/detail/080110.html
第７回 中東分割の悲劇（原題 Middle East : The Birth of Nations）(2008年１
月11日放送）
http://www.nhk.or.jp/wdoc/backnumber/detail/080111.html
２．パリ講和会議
＊BBC (UK) “The League of Nations and the United Nations”
http://www.bbc.co.uk/history/worldwars/wwone/league_nations_01.shtml
＊University of California at San Diego (USA) “The Versailles Treaty June 28,
1919”
http://history.sandiego.edu/gen/text/versaillestreaty/vercontents.html
ヴェルサイユ条約全文（440条）と当時の地図などが掲載されている。政治風
刺漫画は必見である。
＊立命館大学図書館 パリ講和会議資料データベース
http://www.ritsumei.ac.jp/acd/mr/lib/lib/j/collection/gid-j.html
＊国立国会図書館「史料にみる日本の近代 開国から講和までの100年の軌跡」
34 第１次世界大戦と日本
http://www.ndl.go.jp/modern/cha3/description04.html
37 パリ講和会議
http://www.ndl.go.jp/modern/cha3/description07.html
＊歴史ポータルサイト（要登録） パリ講和会議
http://rekishi.japan-city.net/modules/pukiwiki/426.html
＊国立国会図書館「西園寺公望関係文書（橋本実梁旧蔵)」
http://www.ndl.go.jp/jp/data/kensei_shiryo/kensei/saionjikinmochi.html
＊外務本省「外交史料 Q&A 大正期」(パリ講和会議関係）
http://www.mofa.go.jp/mofaj/annai/honsho/shiryo/qa/taisho_02.html
＊東京大学 田中明彦研究室 データベース「世界と日本」
http://www.ioc.u-tokyo.ac.jp/~worldjpn/
＊東京大学大学院情報学環 デジタルアーカイブ「戦時号外」
http://archives.iii.u-tokyo.ac.jp/gogai/
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３．ウィルソン大統領関係
＊The Woodrow Wilson Presidential Library (USA)
http://www.woodrowwilson.org/
＊Woodrow Wilson House (USA)
http://www.woodrowwilsonhouse.org/
＊The White House (USA) “28 Woodrow Wilson 19131921”
http://www.whitehouse.gov/about/presidents/woodrowwilson
＊Woodrow Wilson International Center for Scholars (USA) “Presidential Memorial
Exhibit”
http://www.wilsoncenter.org/index.cfm?fuseaction=about.exhibit
＊The Official Website of the Nobel Prize (Sweden) “Nobel Prize in Peace 1919
Woodrow Wilson”
http://nobelprize.org/nobel_prizes/peace/laureates/1919/
＊Miller Center for Public Affairs, University of Virginia (USA) “American President
An Online Reference Resource－Woodrow Wilson 19131921”
http://millercenter.org/academic/americanpresident/wilson
＊東京アメリカンセンター「14か条の演説」(日本語）
http://aboutusa.japan.usembassy.gov/j/jusaj-majordocs-fourteenpoints.html
＊The Embassy of the United States in Japan “Fourteen Points”
http://aboutusa.japan.usembassy.gov/e/jusa-majordocs-fourteenpoints.html
＊PBS (USA) “American Experience Woodrow Wilson”
http://www.pbs.org/wgbh/amex/wilson/
＊PBS (USA) “Wilson－A Portrait League of Nations”
http://www.pbs.org/wgbh/amex/wilson/portrait/wp_league.html
４．国際連盟
＊The United Nations in the Heart of Europe “Library/Archives”
http://www.unog.ch/library
＊UNESCO “League of Nations Archives 19191946”
http://portal.unesco.org/ci/en/ev.php-URL_ID=26995&URL_DO=DO_
TOPIC&URL_SECTION=201.html
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＊Harvard College Library (USA) “League of Nations Documents”
http://hcl.harvard.edu/research/guides/lon/index.html
＊Northwestern University Library (USA) “League of Nations : Statistical and Disar-
mament Documents”
http://digital.library.northwestern.edu/league/
＊Princeton University Library (USA) “The League of Nations : A Primer for Docu-
ments Research”
http://www.princeton.edu/~sbwhite/un/leagwebb.html
＊University of Indiana (USA) “League of Nations Photo Archive”
http://www.indiana.edu/~league/
写真の他, 年表, 参考文献, リンク集も充実している。
＊国立国会図書館「リサーチナビ 国際連盟」
http://rnavi.ndl.go.jp/politics/entry/renmei/php
＊国連大学「国際連盟公文書の所蔵について」
http://www.unu.edu/hq/japanese/library-J/league-of-nations.html
＊安達峰一郎博士＆記念対賢堂（山形県東村山郡山辺町）
http://www.adachi-mineichiro.jp/
＊小和田恆「七十年ぶりに帰った曽遊の地 安達峰一郎博士の肖像画 」
http://www.gakushikai.or.jp/magazine/archives/archives_860.html
常設国際司法裁判所を退官した裁判官は, 肖像画を描かれ, 裁判所内に掲げら
れるのが通例であった。安達峰一郎は, 国際法の卓越した知見と法を通じて正義
を希求する真摯な姿勢を世界中から尊敬されていた。だが, 日本が帝国主義の道
を歩んでいたことなどから, 肖像画は制作されなかった。このほど, 小和田恆国
際司法裁判所裁判官（2010年２月に裁判所所長に裁判官の互選で選出され就任し
た）が肖像画の制作に尽力し, 2006年にようやく実現した。
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